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研究成果の概要（和文）：歯周炎罹患歯肉から、コラーゲンゲル三次元培養するとコラーゲンを極度に分解する歯周炎
関連線維芽細胞(PAF)を分離した。この線維芽細胞を口腔がん細胞の浸潤モデルに使用したところその浸潤を顕著に促
進したため、「生体外口腔がん浸潤モデル」を確立することができた。このモデルを用いてスクリーニングを行ったと
ころ、延べ60種類の生薬の中から、オウゴン等15種類の生薬に口腔がん浸潤阻害効果が認められた。さらに、口腔がん
細胞の浸潤開始時と浸潤期の浸潤モデルをマイクロアレイ解析した結果、浸潤には細胞外マトリックスタンパク関連遺
伝子が中心的な役割を果たすことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Previously, we have separated periodontitis-associated fibroblasts (PAF) which 
aggressively degrade collagen when cultured in three dimension (3D) with gingival epithelial cells. Using 
these fibroblasts, we have established “in vitro oral cancer invasion model” since PAFs strongly 
induced oral cancer cell invasion. Screening of 60 kinds of herbal end products using this model revealed 
that Licorice, and others had inhibitory effect for oral cancer cell invasion. Microarray analyses were 
performed using 3D gels and compared the gene expression profile between initial invasion period and 
invasion period. The results suggested that several kinds of extracellular matrix protein gene expression 
was enhanced during oral cancer cell invasion. Therefore, several herbal end products which regulate 
extracellular matrix protein expression might be effective for inhibiting oral cancer cell invasion.

研究分野： 細胞生物学
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１．研究開始当初の背景 
がんは、1981 年からわが国の死因のトッ

プとなっている。これまでのがん治療薬の大
部分は、がん原発巣でのがん細胞の増殖抑制
による主要の縮小を期待する薬剤であり、が
ん細胞の浸潤・転移を標的とする薬剤はほと
んどなかった。しかし、がんによる死因はそ
の９割が浸潤・転移によるものであり、その
制御はがん克服のための最重要課題であっ
た。がん細胞が浸潤するためには、まず基底
膜成分を破壊することが必要であることか
ら、基底膜を分解するマトリックス金属プロ
テアーゼ（MMP）阻害剤が、がんの浸潤・転
移を抑制する有力な薬剤の候補となった。し
かし、Marimastat を代表例とする MMP 阻害
剤は、通常必要な細胞外マトリックスのター
ンオーバーも阻害し、臨床治験では重篤な副
作用が報告されたため、実現には至らなかっ
た。 

 
２．研究の目的 
近年、がん細胞の転移・浸潤には、がん細胞
そのものの浸潤能よりも、がん組織の微小環
境 を 構 成 す る が ん 関 連 線 維 芽 細 胞
（cancer-associated fibroblasts）の役割が大き
いことが示唆されてきた（Östman A et al., 
Nat Rev Cancer 2004, Lung Cancer 2004）。申
請者らは、歯周炎罹患歯肉由来線維芽細胞と
歯肉上皮細胞を組み合わせて三次元培養を
行ったところ、コラーゲンゲルを極度に分解
する歯周炎原因細胞と考えられる歯周炎関
連 線 維 芽 細 胞 （ periodontitis-associated 
fibroblasts）が存在することを見出し、世界
で初めて「生体外歯周炎モデル」を構築した
（Ohshima M et al., J Dent Res, 2010）。また、
歯周炎関連線維芽細胞を用いた「生体外歯周
炎モデル」において、がん関連線維芽細胞で
高発現している遺伝子の多くを発現してい
ることを見出し、両者に共通点があるのでは
ないかと考えた。そこで、この歯周炎関連線
維芽細胞を、三次元培養によるがん浸潤モデ
ルに使用したところ、予想通りがん細胞の浸
潤を顕著に促進した。 
ところで、これまでの細胞増殖を抑制する

がん治療薬とは異なり、最近、がん細胞に高
発現する特定の分子を標的とした分子標的
治療薬が開発され、臨床応用されるようにな
ってきた。しかし、やはり副作用が大きいこ
とから、長年使用され安全性が確立されてい
る生薬の見直しの機運が高まっている。そこ
で、歯周炎治療薬としての生薬の可能性を探
るため、「生体外歯周炎モデル」を用いて生
薬のスクリーニングを行ったところ、いくつ
かの生薬にコラーゲンゲル分解阻害効果が
あることがわかり、特許申請を行った。 
申請者は、（１）がん関連線維芽細胞とアグ
レッシブな歯肉線維芽細胞との共通点、（２）

アグレッシブな歯肉線維芽細胞による口腔
癌細胞の浸潤促進、（３）生薬によるコラー
ゲンゲル分解抑制という事実を考え併せ、生
薬ががん細胞の浸潤を阻害するのではない
かと仮説を立てた。そこでコラーゲン分解を
阻害した生薬で予備実験を行ったところ、あ
る種の生薬が口腔がん細胞の浸潤を顕著に
阻害することを見出した。 
 生薬には多数の成分が含まれており、それ
らのうちどれが有効成分なのかを見出すこ
とは困難が伴っていた。しかし近年、キャピ
ラリー・電気泳動飛行型質量分析装置
（CE-TOFMS）を用いたメタボローム解析に
より、生薬や漢方薬成分の網羅的かつ短時間
で の 同 定 が 可 能 と な っ た （ Iino ら ，
Metabolomics, 2010）。そこで、がん細胞の浸
潤を阻害した複数の生薬に関してメタボロ
ーム解析を行えば、共通する有効成分が特定
でき、さらに、生薬を作用させたがん浸潤モ
デルとコントロールとでトランスクリプト
ーム解析を行えば、どの遺伝子が浸潤促進に
関与しているのかを列挙できると考えた。ま
た、両者の結果を照合することで、がん細胞
の浸潤を促進する原因候補遺伝子と、その働
きを抑制する生薬中の成分が特定でき、因果
関係が明確化されることが期待できる。最後
に原因候補遺伝子産物の働きを、特定された
生薬中の成分が抑えるかどうかをタンパク
レベルで確認し、がん浸潤阻害分子標的治療
薬の候補としたい。 
 
３．研究の方法 
がん関連線維芽細胞と類似していることが
わかった歯周炎関連線維芽細胞に関して、理
化学研究所 FANTOM5 プロジェクトのデー
タ解析を行い、通常の歯肉線維芽細胞との相
違を検出した。また、がん細胞浸潤モデルを
用いて、浸潤開始時と浸潤時の遺伝子発現の
相違をマイクロアレイ解析し、浸潤に関与す
る遺伝子の候補をリストアップした。また、
浸潤阻害効果を有する生薬をリストアップ
した。 
（１） 三次元培養法を用いた「がん細胞浸

潤モデル」 

セルマトリックスに再構成用緩衝液、濃縮培
地を加えて冷却しておく。ここにトリプシン
で剥離し、ウシ胎児血清に浮遊させた歯周炎
関連線維芽細胞を加えて撹拌し、6 穴プレー
トの各ウェルに注入した。37℃でゲル化させ
た後、この上に各種がん細胞を播種した。次
の日、ゲルをウェルの底から浮かせて培養を
継続し、5 日後にゲルをメッシュ上に載せ、
ゲル表面が空気に曝された状態でさらに 5日
間培養を行い、がん細胞を浸潤させた。培養
終了後、ゲルを固定し、パラフィンブロック
を作成後、HE 標本を作製して顕微鏡で観察



した。 
（２） 生薬の準備 
連携研究者の鳥居塚が現在所有する、オウ

ゴン、カンゾウ、ケイヒ、サイシン、ジオウ、
センキュウ、ブクリョウ、ボウフウ、リュウ
タン、ウイキョウ、エンゴサク、オウギ、オ
ウレン、オンジ、カッコン、カンキョウ、キ
ョウカツ、ケイガイ、ゲンチアナ末、コウボ
ク、ゴシュユ、ゴミシ、サイコ、サンシシ、
サンショウ、サンズコン、サンソウニン、シ
ャクヤク、ショウキョウ、ショウブコン、セ
ンコツ、ソウジュツ、シンイの最低 33 種類
の生薬を用いた。それぞれの生薬から、熱水
またはメタノール抽出を行い、凍結乾燥した
成分を生薬のサンプルとして用いた。 

（３）生薬のスクリーニング 

歯周炎関連線維芽細胞をコラーゲンゲルに
加える前に、熱水またはメタノール抽出した
生薬を 100g/ml の週末濃度となるよう加え
た。上記三次元培養後のゲルから HE 標本を
作製し、もとの基底膜の位置よりゲル内に浸
潤した細胞数を計数し、コントロールとの比
較により、各生薬の浸潤阻害効果を数値化し
た。 
（４） 遺伝子発現プロファイルの比較（ト
ランスクリプトーム解析） 
がん細胞の浸潤にかかわる遺伝子を特定す
るため、浸潤開始時（空気曝露 1 日目）と浸
潤期（空気曝露 3 日目）で、遺伝子発現プロ
ファイルの比較を行った。ゲルを BioMasher
（ニッピ）および Trizol（Invitrogen）を用い
て mRNA を抽出し、GeneChip（Affymetrix）
を用いて遺伝子発現プロファイルの検索を
行い、コントロールと比較し、浸潤促進遺伝
子をリストアップした。 
 
４．研究成果 
（１） 歯周炎関連線維芽細胞の特殊性 
理研 FANTOM5 プロジェクトの CAGE デー
タ解析により、ある遺伝子に関して、正常歯
肉線維芽細胞は他の線維芽細胞とは異なる
転写開始点を使っていることが判明し、特殊
な細胞集団であることが明らかとなった。加
えて歯周炎関連細胞の CAGE データを解析
したところ、その転写開始点を使っておらず、
またその上流の転写因子も発現していない
ことが判明した（東京大学呼吸器内科・堀江
助教・齋藤助教の協力による）。このことで、
歯周炎関連線維芽細胞が性状歯肉線維芽細
胞とは明らかに異なる細胞集団であること
が確認できた。 
（２） 口腔がん細胞浸潤モデルによる生薬
のスクリーニング 
用いた生薬のうち、オウゴン、カンゾウ、ケ
イヒ、センキュウ、ウイキョウ、オウレン、
オンジの熱水抽出物、またはオウゴン、カン
ゾウ、ケイヒ、サイシン、ジオウ、センキュ

ウ、ボウフウ、リュウタン、オウギ、カッコ
ン、カンキョウ、ケイガイ、ゲンチアナ末、
ゴミシ、サイコ、サンシン、サンショウ、サ
ンズコン、サンソウニン、シャクヤク、ソウ
ジュツのメタノール抽出物に口腔がん細胞
浸潤阻害効果がみられた。なかでもオンジの
阻害効果の高さが際立っていた。 
（３）トランスクリプトーム解析 
三次元培養がん浸潤モデルを用いて浸潤開
始時と浸潤期とで、遺伝子発現プロファイル
を比較した heatmap を示す。左側 5 列は浸
潤開始期、右側 5 列は浸潤期を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
浸潤期に特徴的に高発現していたのは、Ⅲ型
コラーゲン1、Ⅰ型コラーゲン2、ペリオス
チン、バーシカンなどの細胞外マトリックス
がメインで、これらの遺伝子発現を制御する
ことが口腔がん細胞浸潤阻害薬のターゲッ
トとなることが示された。 
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